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はしがき

は
し
が
き

一
九
七
七
年
、
二
六
歳
の
時
か
ら
新
聞
、
雑
誌
な
ど
に
投
書
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
三
五
項
目
中
、
投
書
し
た
も
の
は

七
九
に
及
ぶ
。
没
に
な
っ
た
投
書
も
愛
を
こ
め
て
四
〇
ほ
ど
復
活
さ
せ
た
。
本
書
の
内
容
は
学
生
時
代
に
書
い
た
詩
か
ら

覚
書
、
高
校
の
離
任
式
で
の
挨
拶
や
厚
生
労
働
省
の
モ
ニ
タ
ー
報
告
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
ジ
ャ
ン
ル
別
に
大
ま
か
に
学

生
時
代
、
自
然
、
健
康
、
教
育
、
社
会
、
経
済
、
政
治
、
国
際
事
情
の
八
分
野
に
分
け
た
が
、
必
ず
し
も
正
確
に
分
け
た

わ
け
で
は
な
い
の
で
区
分
け
に
疑
問
を
持
つ
人
も
い
る
と
思
う
が
、
ご
容
赦
願
い
た
い
。

投
書
は
必
ず
し
も
そ
の
ま
ま
の
形
で
載の

せ
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
加
筆
、
訂
正
し
た
も
の
も
あ
る
。
本
書
を
読
ん
で
新

た
な
発
見
、
生
き
る
ヒ
ン
ト
、
社
会
を
視み

る
眼
を
養
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

出
版
に
あ
た
っ
て
、
青
山
ラ
イ
フ
出
版
の
高
橋
範
夫
社
長
と
編
集
部
の
宮
崎
克
子
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
、
感
謝
し
ま

す
。二

〇
一
八
年
二
月
二
〇
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
和
夫





凡
例

年
号
は
西
暦
を
使
用
し
て
い
る
が
、
元
号
で
な
い
と
わ
か
り
に
く
い
と
い
う
人
も
い
る
と
思
う
。
西
暦
一
九
七
七
年
を

昭
和
に
換
算
す
る
に
は
、
一
九
二
五
を
引
い
て
昭
和
五
二
年
に
な
る
。
二
〇
一
七
年
を
平
成
に
換
算
す
る
に
は
一
九
八
八

を
引
い
て
平
成
二
九
年
に
な
る
。
逆
に
明
治
元
年
な
ら
一
八
六
七
を
た
せ
ば
一
八
六
八
年
、
大
正
元
年
な
ら
一
九
一
一
を

た
せ
ば
一
九
一
二
年
に
な
る
。


